
出題意図 

 

【ヘルスサービスリサーチ看護学分野】 

ヘルスサービスの質評価に関する基本的知識、分析力、論理的思考力を確認する。 

 

【公衆衛生看護学分野】 

公衆衛生看護学領域で研究を行う際に必要な専門用語および課題解決の戦略の理解

と、論文執筆に必要な科学的かつ論理的に記述する能力を測っている。 

 

【成人看護学分野】 

1. 理論的知識の理解と要約力の評価 

2. 看護職としての実践的思考の評価 

3. 論理的構成力と表現力の評価 

 

【精神保健看護学分野】 

社会的課題に関する洞察力、ならびに看護学における研究・実践に貢献しうる創造

性、それらを論理的に説明する能力が問われている。 

 

【小児・家族発達看護学分野】 

基礎的知識として、インフォームド・アセントおよびその関連事項（インフォーム

ド・コンセント、アドボカシー、インフォームド・パーミッション（代諾）等）につ

いて理解し、その理念や方法について説明する能力を問うている。 

また、看護学研究においてインフォームド・アセントが必要になる場面を具体的に説

明したうえで、必要となる留意点や対応策を論理的に考え、述べることができるかど

うかを問うている。 

 

【リプロダクティブヘルス看護学分野】 

1. 増加している麻酔分娩の現状についての知識を確認する 

2. 具体例や根拠を挙げながら、自分の考えを論理的に表現する能力を評価する 



3. 研究マインドを確認する 

 

【在宅・緩和ケア看護学分野】  

今後の医療・介護現場への科学技術の活用・DXの推進の方向性を社会課題や社会的対

応として把握できているかを問う。その上で、今後減少する看護人材の効果的活用の

観点から、少ない人材でケアの質を保つことを目指して、デバイス機器などのIoTの

活用やAIによる最適化に向けて、今後、看護がどのように役割を変化させて、効果

的・効率的にケア提供を展開していけるかの考えを問うとともに、その考えが的確に

表現できるかについて把握する。 

 

【国際看護開発学分野】 

国際看護における基本的知識と自身の考え、論理的文章力を問う。 

 

【看護管理・高齢社会看護学】 

問題文で指示されている課題を明確に示した上で、解決に必要な取り組み案につい

て、論理的かつ的確な説明を展開する能力をはかる。 

 

【災害・クリティカルケア看護学分野】 

新型コロナウイルス感染症パンデミックの収束に伴い、平時の医療や災害対応に戻っ

てきたが、現在でも感染者の発生は続いており、また後遺症など長期的な健康への影

響については未知である。パンデミック中において経験されたことの研究は多数実施

されたが、次のパンデミックに向けて、人口構成や医療を取り巻く事情、世界におけ

る日本の立場などを踏まえた備えに関する研究は今後の発展が期待される。受験者が

自身の立場から、この課題に関連して看護学研究者として有している視点について問

う。 

 

 

 


